
モビリティデザインプロジェクト2025@福住地区
大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科（担当教員：野村 実）

亀村莉央・佐治夏輝・猿橋照大・杉内響太・本田聖

MM（モビリティマネジメント）の実践

地域住民に向けた情報発信

地域を巻きこんだ
仕掛けづくり

活動
目的

お出かけカードの作成
乗車体験会の実施

フィードバックの収集
ヒアリングの実施＋

体験会内でのレクチャー 広報誌での広報 Instagram
での活動報告

＝

公共交通利用促進のための共創型サイクルの提案
丹波篠山市福住地区での
フィールドワーク・ヒアリング ・前年度の「地域共創型MM」をアップデート

・利用者目線からの意見を導出
・共創型サイクル」の提案
・住民のMM参加
・蓄積・周回型MM体系の構築

・乗車体験会を2回実施
→2,200円分の回数券・お出かけカード発行
・ミーティングポイントのシール張り替え
・地域広報誌・ Instagramアカウントを用いた
活動内容の掲載、デマンドバスの広報活動

京都から発信する
政策研究交流大会の提言

デマンドバスの利用促進活動

・丹波篠山市創造都市課
・福住まちづくり協議会
・地域住民 にヒアリング

共創型サイクル概要図

研究
概要

まちあるき＋
チラシ配布

丹波新聞への
記事掲載！

私たちは、市内公共交通の活性化に向けて「共創型モビリティマネジメント」に取り組んでいます。デマンドバスや路線バス
などの利用促進について検討されている地域団体の方がいらっしゃいましたら、お気軽にお声がけください！
お問い合わせ先：075-411-8101（大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科・野村実研究室）
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